
小中一貫教育推進協議会
プロジェクト会議

まとめ



第１回プロジェクト会議

８月29日（金）with ラーニングコーディネーター

テーマ：「学力向上」「生徒指導」

第２回プロジェクト会議

10月７日（火）with CSコーディネーター

テーマ：「地域・学校・家庭連携」







学力向上対策

【主体性・課題解決型の学習】

・基礎基本の積み上げの上に、子どもが主体的に取り組める授業改善

・「できた」を実感できる、知的好奇心を高める授業や取組づくり

・探究心・学び続ける力・自分を理解する力・自分を表現する力の育成

・課題設定の仕方の工夫

・問題を解く楽しみを知る学習機会の設定

【実態把握・ビジョンの共有】

・小中共通の課題分析、各種テストやアンケートをもとにした学力分析

・学びの連続性を中学校ブロックで共有



学力向上対策

【実践事例の交流・ラーニングCoの活用】

・校内及び中学校ブロックでの授業研究の実施、研究主題の明確化

・ラーニングコーディネーターの学びの機会の拡充（視察・研修等）

【保幼こ小連携】

・幼少期の育ちを小中学校の学びに繋げる視点の共有







生徒指導

【児童生徒の実態把握】

・成長を促す言葉かけの重要性

・子どもを認めて褒めることや、個性を発揮する場面を設定するなど自己肯定

感を高める支援

・子どもがどんな状態にあるかを繊細に感じとれる教員の感性



生徒指導

【節目として位置づけられる取組】

・環境が変化することへの肯定的な意味づけ

・節目の重要性を意識した取組

・不安をチャンスと捉え、前向きに捉えられる力

・小学生が中学生に「憧れを持つ」取組づくり

・進学への不安を解消する取組づくり（心理的安全性）



生徒指導

【節目として位置づけられる取組】

・中１、高１ギャップを乗り越えるための仲間づくり

・高学年としての意識づくり（縦割り遊び・掃除・運動会）

・部活動における先輩・後輩の関係性の意義（あいさつ・敬語）

・制服着用等による意識の変化の意義

・それぞれのステージで社会性を培う取組づくり（ソーシャルスキル）



生徒指導

【保幼こ小連携】

・幼児期からの遊びを通した人間形成の重視

・就学前の周囲からの愛情・見守りにより培われた基礎に基づく、基本的

な学習規律の形成









家庭・学校・地域連携

【CSコーディネーター】

・小中CSコーディネーターの連携強化・交流機会の拡充

・小中CSコーディネーターの一本化

【保護者や地域の主体的な参画】

・気軽な参観や行事参加からの取組づくり（祖父母・卒業生）

・今ある行事の精選と持続可能で気軽にできる取組の企画

・強制されない、自ら参加できる取組の企画



家庭・学校・地域連携

【Win-Win】

・学校内に地域が使える、集える場所の設定

・地域の方（人生の先輩）から多様なことを学ぶ機会の設定

・児童生徒が気軽に参加できる地域イベントの充実

【情報発信ツール】

・地域・家庭への情報発信や啓発の取組（SNS・回覧板・HP・メルマガ・
アプリ活用）

・施設分離型でも小中一貫教育の取組が推進されていることがわかるよう
な情報発信



家庭・学校・地域連携

【一体的な教育環境】

・地域の方やPTA・構成団体等と連携した「あいさつ運動」「クリーン運
動」「地域懇談会」等の活動づくり

・「中１ギャップ」の段差を乗り越える方法を、子ども・保護者・学校と
ともに考える機会の設定

・斬新なアイデアやクリエイティブな発想を生かした宇治市への提言づく
り


